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はじめに 

本稿では，大学の英語教育における高大接続につい

て，その新たな方向性に関する視点と具体的な取り組

みを実践事例に言及しながら示していく。 

 

1 出前講義の可能性：アクティブラーニングを軸に 

1.1出前講義の新たな展開 

大学と高校の関わりといえば入学前課題や出前講義

など高校生や入学予定者を対象とするものであったが，

中央教育審議会の答申で大学のみならず，中学・高校

においてもアクティブラーニングを導入することにな

ったために，高大接続に一つの転機が訪れている。 

文部科学省の定義によれば，アクティブラーニング

は，さまざまな形態で，学修者が能動的に参加するよ

うに工夫された汎用能力の育成を図るための教授・学

習法である。しかし，多くの高校では，決まった内容

をいかに効率的に教えるかという従来の教育からの大

幅な転換や従来の取り組みとの両立に戸惑いを隠せな

い状況が生じ，出前講義にアクティブラーニングを取

り入れた内容を指定したり，講義を撮影して英語科の

全教師で研究したりするところも出ているなど，高校

にとっては切実な問題になっている。 

大学や短期大学においては，目に見える教育成果を

出すための取り組みの一環で，何らかの形でアクティ

ブラーニングを導入しているところも多い。そのため，

これまでに得られた知見をもとに，このような高校側

の要求に適切に応えることで，高校において導入可能

なアクティブラーニングを取り入れた英語教育を高校

生に体験させるだけでなく，取り組みの方向性を英語

科の教師に示すことができ，この機会をウィンウィン

の高大接続システムづくりのきっかけにすることがで

きると考えられる。 

 

1.2授業にアクティブラーニングを取り入れるには 

そこで，大学側が提供できるアクティブラーニング

を取り入れた英語授業のポイントを考えてみたい。 

溝上（2014）1)は，アクティブラーニングが必要と

される背景を教授から学習へのパラダイム転換である

とし，従来の知識伝達型講義における聴くことによる

学習も「書く・話す・発表するなどの活動」と結びつ

けることによって，アクティブラーニングにすること

ができるとしている。 

スキル科目という英語の特徴を考慮すれば，学習習

慣形成や自律性の養成に効果があるスキャフォルディ

ングも有効であろう。これは，ウッド，ブルーナー，

およびロス（1976）2)の「課題への取り組み方の理解

が自力での課題達成につながる」という考えに基づく，

教師から学習者へ提供する一時的な支援のことであり，

ギボンズ（1998）3)によれば，学習者の自律性を高め

るのに有効である。 



  

また，生徒（学生）の英語運用能力を考えた場合，

教員が臨機応変に対話者／ファシリテーターの役割を

演じ分けて対応することも必要だろう。 

 

1.3出前講義での実践 

これらを踏まえてどのような授業展開ができるか，

実際の出前講義の概要と効果を紹介する。 

この取り組みを実践したのは，東北地方の県立の進

学高校である。進路指導の一環の模擬講義一つとして，

英語を希望する1年生と2年生合計10名が参加した。

生徒は3つのグループに分かれ，最後の質疑応答を含

めて2時間の授業の中で，日本語によるアクティブラ

ーニングとアクティビティの概要説明に続き，オール

イングリッシュで，①Useful Expressions（英語で質

問するための表現練習），②Warm-up (講師の英語の自

己紹介を聴き，グループでアンサーシートを埋める活

動)，③Reading for meaning（グループでアメリカの

小学生向けの図解辞典の説明を読み，該当する単語を

考える活動），④Dictation + Dialogue Puzzle（AとB

の一連の対話をそれぞれのパートでバラバラにしたも

のをグループ内の各パートの担当者がディクテーショ

ンし，グループ全体で正しい対話を再現する活動），⑤

Brainstorming + Composition（グループごとに全国

的に有名な地元の祭について，ポイントをまとめ，自

分たちにも言える簡単な英語 3 文でまとめる活動），

⑥Presentation（グループごとにまとめた英語の説明

を発表する活動）に取り組んだ。 

 事後アンケートの結果では，オールイングリッシュ

や様々な活動を通して学ぶことが良かったというコメ

ントが大半だった。その一方で，活動に使える表現の

事前指導の有効性，理解の重要性，およびグループ活

動の効果を示すコメントがあったことは，先に述べた

アクティブラーニングを取り入れた英語授業のポイン

トが適切なものであることを裏付けるものであると言

えるだろう。 

 

1.4おわりに 

 ここで紹介した取り組みは，極めて限られたもので

あるが，アクティブラーニングを取り入れた英語の出

前講義の可能性の一端を示すことができたと考えられ

る。このような取り組みは，多様な生徒（学生）や様々

な英語のスキル養成に対応できるものなので，アクテ

ィブラーニングを軸に，英語教育における高大接続の

可能性が広がることが期待される。 

 

２ 思考力を伸ばす指導 

2.1 高・大・社会において求められる批判的思考 

今日，おそらく一般的な認識以上に，批判的思考（ク

リティカルシンキング；以下，CT）は初等中等教育に

おいても高等教育においても，そして実社会において

も必要とされている。まず初等中等教育に関連して，

文科省は OECD による PISA国際学力調査の結果に

鑑み，日本の児童生徒には思考力・判断力・表現力等

を問う読解力や記述式問題，知識・技能を活用する問

題に課題があることを認め 1)，その対応の一環として，

科目「英語表現 I・II」では論理的思考力や批判的思考

力の養成をそのねらいとして構成するよう規定してい

る。（ただし，そのねらいの実現可能性については議論

の余地がある(Mineshima, 2014)2） ）。 

次に，高等教育におけるCTの必要性は，学士課程

教育が共通して目指すべき学習成果である「学士力」

に表れている 3)。中教審は，学士力の構成要素を 4つ

あげているが，その中の汎用的技能がCTと密接に関

係している。峯島(2015)4)は，CTを「ある状況におけ

るある対象に対して，最も整合性・妥当性の高い判断

や意思決定をするために，その対象に対して必要な

様々な検討を加える思考およびその心的態度」と定義

しているが，これに照らせば，汎用的技能の 3要素で

ある，多様な情報の収集・分析・判断に関わる情報リ

テラシー，情報や知識を複眼的，論理的に分析する論

理的思考力，問題を認識し必要な情報の収集・分析・

整理から解決へ至る問題解決能力のいずれもが，CT

を前提とする技能であることは明らかだと思われる。 

また文科省は「大学改革実行プラン」5)の大学入試

の改革に関して，高校教育からの一貫した質保証と共

に，教科の知識偏重型入試から多面的・総合的評価に

基づく入試への転換を唱え，「思考力・判断力・知識の

活用力等（クリティカルシンキング等）を問う新たな

共通テスト」の開発を示唆している。 

さらに，一般社会においても CT が必要不可欠であ

ることは，連日報道される架空請求詐欺による甚大な

被害が如実に物語っている。経済産業省も「社会人基

礎力」の 3つの能力の一つとして「疑問を持ち，考え

抜く力」（シンキング）を挙げている 6)。  



  

2.2 大学におけるCT指導の実践 

このように，高大，さらに社会においてその習得・

活用が求められている CT であるが，英語教育におい

てはどのような指導が可能であろうか。筆者がこれま

でに行ってきた授業実践を次に簡単に紹介したい。 

 筆者は，学習者にとって最も自然な CT の学習方法

は，CT の指導を英語の読解およびライティング活動

と関連づけることだと考えている。なぜなら，CT と

は真空に存在するものではなく，疑問や課題など，学

習者が思考を振り向けるべき対象があって初めて発動

する力だからである。具体的には，いわゆる 4技能の

うちのリーディングにおいてテキストの読解を行う際

に，様々な課題を通して学習者に CT の力を使わせる

ように仕向け，さらに，思考内容を書いて表出させる

ことによりCTの深化を一層促そうとするのである。 

峯島(2011)7)は，工学系大学の 1年生を対象に，易し

い物語文をリーディング教材として，様々なタイプの

発問を課すことで学生の CT の力を伸ばそうとした。

たとえば，①物語の展開を予想させる前向き推論の発

問，②不要な，あるいは③矛盾する情報の同定を求め

る発問，④根拠を伴った意見表出を求めるような評価

型発問などである。 

また，峯島(2015)4)では，複数の学科の大学生を対象

に，スティーブジョブズのスタンフォード大学での卒

業式のスピーチを題材に授業実践を行った。このスピ

ーチを用いた単元の目標は，①ジョブズのメッセージ

を正しく理解できる，②テキストの内容を自分や世界

と関連づけることにより，より一層深く読み取ること

ができる，③ジョブズの主張を鵜呑みにすることなく

自分なりの解釈や評価を下せる，の 3点とした。①は，

②と③の土台となるが，CT の力に結びつくのは②と

③である。以下に，②と③の課題の例を示す。 

ジョブズのスピーチは 3話から成るが，第 1話では，

「4 人 1 組のグループを作り，①Jobs’ mother，②the 

lawyer, ③the adoption agency, ④the foster parentの役を

決め，母親がジョブズを養子に出そうと決めた時から，

紆余曲折を経て実際にそうするまでを，オリジナルの

シナリオで act outしよう。」という課題を与えた。こ

の課題のねらいは，話の文脈と整合するような登場人

物のセリフを考えさせることよって，テキストの内容

を自己と世界とに結びつけ，テキストをより深く理解

させることにあった（目標②）。 

続く第 2話では，「ジョブズは the only way to be truly 

satisfied with your work is to do what you believe is great 

work.と言いましたが，一方で We cannot do great things 

on this Earth, only small things with great love.と言った人

もいます。これは誰が言った言葉かを調べ，あなたは

両者のどちらの意見により賛成するか，さらに，なぜ

そちらに賛成するのかを述べなさい。」という課題を与

えた。このねらいは，マザーテレサの言葉と対比させ

ることによって，ジョブズの主張を鵜呑みにすること

なく客観的な評価の一対象にすることであった（目標

③）。比較・対比はCT指導のための最も有効な方策の

一つである。 

第 3話では，たとえば，テーマである「死」に関連

して，ジョブズのDeath is life’s change agent.という主張

について考えさせた。学生には，この文の意味を正し

く理解させた上で（目標①），さらに，経験を含む自ら

の既有知識に照らして理解を深化させようとした（目

標②）。問題の文の次に It clears out the old to make way 

for the new. と主張の内容を敷衍する文が続きヒント

に使えるのだが，この文でもまだ抽象度が高く，日本

語の訳は必ずしも学習者の理解を保証しない。このよ

うなとき，抽象度を下げて考えるために常に有効な方

策が「具体例を考えさせる」ことである。「the newが

the old に取って代わるような具体例を 3 つ挙げなさ

い。」という課題に答えられて，初めて学生はこの文を

理解していると言えるのであり，その理解に基づいて

ジョブズの最初の「死は生の変革推進者である。」とい

う主張を評価できるようになるのである（目標③）。 

単元の最後に，“You’ve got to find what you love…. So, 

keep looking. Don’t settle.”などに表れたジョブズの職業

観・人生観.について考えさせるために，内田樹の「人

生はミスマッチ」と「青い鳥症候群」の小論 2編を読

ませて，ジョブズの主張と対比させた。これによって

学生はジョブズの言説を無批判に受け入れることなく，

自らの判断基準に基づいて評価を下せるようになる。

（言わずもがなのことであるが，学習者が何を良しと

考えるかは本人の自由であり評価とは無関係である。） 

 

 2.3 高大接続の観点から 

CT は初・中・高等教育のいずれにおいても必要で

重要な思考のスキルである。そして，高校においても

大学においても，英語の授業で行われるリーディング



  

の活動に CT の伸長を意図したほんの少しの工夫を加

えるだけで CT の力を伸ばすことは十分に可能である。 

 

３ 高大接続システムに応用可能なリメディアル教

育的実践 

3.1 英語に躓く学生に有効な学習方略 

1 はじめに 

大学全入時代の昨今，厳しい経営状況の私立大学に

よっては入学者の２人に１人は推薦あるいはAO入試

という現状である。（文部科学省大学入試室調べ 平成 

19 年度）学力検査を受けていない入学者の割合が増

えるにしたがい，基礎学力を身につけていない学生が

存在することを前提に授業運営をおこなう必要があり，

英語科目に関しては避けられない現状になっている。 

 

2 英和辞書の指導にいたる経緯 

筆者は，関西にある私立の共学の大学で英語科目を

担当している。当大学学生を観察してきて強く感じて

いることは，備わっていると想定する基礎知識を修得

していない学生が多く，少なからず授業に支障をきた

している。当授業は基本的にコミュニケーションを軸

にしており履修後も役立つ内容，少しでも前進したと

思えるもの，継続性のあるものになるよう努めている。

授業を機に海外旅行や留学をする受講生もいたことが

あり授業内容の影響は少なからずあると確信している。

学習者同士のペアワークも考えたが，自信のなさから

成り立たないこともあるので今回は実践しないことに

した。その理由として，英語リメディアル教育の対象

者は，ペアやグループによるコミュニケーション活動

を苦手とするものが多い。つまり，「助け合い」や「話

し合い」を前提とした協働学習は負荷の高い活動とな

ることが予想され，そのまま応用することは困難であ

る。（清田，2010） 

シラバス作成当初は指定教科書が簡単すぎるのでは

と思案したが，予想外にも対象クラスにはレベルの高

いものになっていた。なぜなら英語の４技能において

想定していたレベルには達していない。たとえば短い

音声を聞き取り（「聞く力」），それを発話してまねるこ

と（「話す力」）はハードルが高いようであった。さら

に読めない単語でつまり（「読む力」），辞書サイトでは

なく翻訳サイトを使った結果，和訳の答えが一つしか

なく戸惑う学習者がいた。このような誤った学習方略

の悪循環を断つ必要があると感じ始めた矢先，意外に

も英和辞書の使い方を知らない学習者が少なからずい

たことがわかった。なかには中学高校時代に一度も英

和辞書を引いたことのない学習者もいたため，改めて

英和辞書の引き方の指導をするようになった次第であ

る。 

 

3 英和辞書の引き方指導の実践 

3.1 辞書の種類 

対象クラスは英語を得意とする学習者はおらず苦手

とする学習者がほぼ全員であった。当大学から指定さ

れたe-learningを毎回実施する必要があったので授業

はCALL教室でおこなった。初回授業で学習者が利用

した辞書は１）紙の辞書 ２）電子辞書 ３）オンラ

イン辞書サイトの３種類に分かれた。割合として１）

約10％，２）が約10％，３）が約80％の割合になっ

た。利用の仕方によりどの辞書も長所と短所があると

感じた。 

3.1.1 紙の辞書 

探したい単語にいきつくまで時間がかかるため，慣

れるまである程度の集中力が必要になるが，探してい

る過程で単語以外の情報も目に留まるので知的好奇心

を刺激することができる。短所として持ち運ぶには重

いので持参しなくなることがある。 

3.1.2 電子辞書 

手軽に持ち運びができ探したい単語が即座に出てく

る。単語から熟語や解説などを容易に探すことができ

音声読み上げ機能で発音の確認ができる。短所として

高価であるため買うのをためらいがちである。 

3.1.3 オンライン辞書 

パソコン，タブレットあるいはスマートフォンで気

軽に検索できる。無料公開のサイトやアプリが多く電

子辞書と同様に単語，熟語，音声の確認が容易にでき

る。短所として辞書の種類が多すぎて適切なものを選

ぶ必要がある。この授業ではCALL教室を利用してい

るため，特にパソコンを利用したオンライン辞書の指

導を中心にした。 

3.2 辞書で調べる単語の種類 

学習者が辞書を引く際は，音読して読めない単語，

意味の分からない単語，教員に指示された単語および

フレーズをもとに使用した。 

3.2.1 音読して読めない単語 



  

音読して読めない単語はほぼ意味を理解していない。

なんとなく見たことあるけれど読めない単語を，音読

作業を通して確認した。発音記号を一から指導するに

は時間がかかるため，オンライン辞書に付随する音声

読み上げ機能で読みの確認をおこなった。 

3.2.2 意味の分からない単語 

辞書を引く際に一番多いのが意味の分からない単語

である。しかし辞書の引き方を誤ると思わぬ方向へ進

み余計に混乱する場合がある。このような混乱を避け

るためにも適切な使い方を指導する必要がある。 

3.2.3 教員に指示された単語およびフレーズ 

教員指導のもと決められた単語を調べることで重要

語句を逃すことなく学ぶようにした。たとえばオペレ

ーターを通して国際電話をかけるシーンがあ

り，”Your party is on the line.”という文章の”party”

を取り上げた。オンライン辞書ソフト Weblio による

と，１番目の定義には「(客を招待して食事・余興など

でもてなす社交的な)パーティー，会，集まり」とある。

しかし電話上の会話としての流れでは当てはまらない

のでさらに調べると，４番目に「（電話の）相手」とあ

る。受講者にはすでに知っている単語だが文脈にふさ

わしい定義をじっくりと調べていくことで習慣づける

ようにし，教員は学習者の足場を組み苦手意識を克服

するよう努めた。 

 

4 結果と考察 

辞書引き作業を通して，最初は１番目の定義しか見

ていなかった学習者も回を重ねることにより，どの定

義がふさわしいかじっくりと調べるようになった。中

学必修語が大学入試コーパスの出現語彙の大半を占め

る（石川，1998）とあるように，中学高校時代の英語

教育は必須であり，基礎学力を持たない学習者にとっ

て大学の英語科目の受講は困難であると推測できる。

英和辞書の使い方を知らない学習者が潜在的にいると

思われるので，今後も引き続き確認作業として実施し

ていきたい。 

 

3.2 習熟度が低い学生にも可能な英語による英文法 

指導 

3.2.1 問題点 

現在，日本の高等英語教育においては，習熟度の低

い高校 3年生（英検3級～5級）の英語学習への意欲

の低さや，「話す」「書く」といった技能への苦手意識

の強さが問題視されている（文科省，2015）14)。また，

中高生の間で会話を中心とする英語学習の必要性が認

識されつつある中で，高等学校の授業における英語使

用量が減る傾向にあることや，英文法に苦手意識を持

つ中高生が増えているといった問題点が指摘されてい

る（ベネッセ，2015）15)。このような傾向は大学初年

次生にも見られるため，アクティブ・ラーニングを導

入するための下地作り，つまり，習熟度の低い学習者

に対して，意欲と技能の両面において改善を促す指導

法を考案することが急務となっている。その際，コミ

ュニケーション能力の育成を軸として，母語中心の指

導に偏ることのないよう英語使用量を増やすと同時に，

有能感や習熟度を高める学習方略を獲得させることが

重要となる。 

 

3.2.2 英語中心の英文法指導のモデルパターン 

 習熟度の低い学習者の動機づけを高めるうえで重要

な先行要因は関係性と有能感である（廣森，2006）16)。

よって，英語使用量を増やすのは当然のこと，関係性

を高めるための一斉指導の実践や有能感を高めるため

のアウトプットの機会設定を通して，記憶ストラテジ

ーの強化を図ることを狙いとした。 

(1) Oral Introduction 

新出表現を含む英語の談話を数回聴かせ，新出表現

を数回音読させることによって，形式，意味，機能の

関係への意識化を促す。導入当初は受講者に戸惑いの

色が見られるが，使用語彙や発話速度を理解可能なレ

ベル（Krashen, 1987）17)に統制することによって，

時の経過とともに受け入れられ，英語学習への関心を

高めることが可能となる。絵，写真，映像といった視

覚教材を用い，身近な話題を交えて語ることによって，

学習効果を高めることができる。 

(2) Oral Interaction 

新出表現を使って，教師・生徒間でおこなわれる質

問・応答活動である。双方向性を高め，実際の使用場

面を想起させることによって，新出表現への理解を深

める効果が期待できる（Long, 1991）18)。教師からの

質問ではなく，絵や写真を見せて，適切な表現を発話

させる「有意味ドリル」として実施するのもまた有用

である（太田, 2012）19)。発話に対して自信のない学

習者への配慮としては，比較的習熟度の高い学習者か

http://ejje.weblio.jp/content/%E5%AE%A2
http://ejje.weblio.jp/content/%E6%8B%9B%E5%BE%85
http://ejje.weblio.jp/content/%E9%A3%9F%E4%BA%8B
http://ejje.weblio.jp/content/%E4%BD%99%E8%88%88
http://ejje.weblio.jp/content/%E3%82%82%E3%81%A6%E3%81%AA%E3%81%99
http://ejje.weblio.jp/content/%E7%A4%BE%E4%BA%A4%E7%9A%84%E3%81%AA
http://ejje.weblio.jp/content/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%BC
http://ejje.weblio.jp/content/%E4%BC%9A
http://ejje.weblio.jp/content/%E9%9B%86%E3%81%BE%E3%82%8A


  

ら順に発問することによって，習熟度の低い学習者に

回答する準備をさせることが不可欠となる。 

 (3) Grammar Explanation 

聞き取りや交流を通して使用してきた表現に対する

明示的知識を与え，本時の習得目標を理解させるため

の活動である。(1)(2)の活動に対して不安感を覚える学

習者が少なからず存在するため，母語中心で良いが，

生徒の集中力を維持し，英語使用への関心を失わせな

いよう，できるだけ簡潔な板書内容と簡潔な説明を心

がける必要がある。授業開始直後に明示的にルールを

教える演繹的指導よりも，本稿で示したような帰納的

指導のほうが，Oral IntroductionやOral Interaction

への参加意欲を高めるうえで有用である。 

(4) Pattern Practice 

 新出表現を馴染ませ，基礎知識を定着させるための

活動である。例文の反復音読，各要素の置き換え，文

構造の変換などを通して，不安感を緩和させ，正確さ

への意識を高めることが狙いとなる。機械的であるた

めに「記憶に残りにくい」との批判を受けがちな指導

法ではあるが，習熟度の低い学習者にとっては，学習

方略を習得する絶好の機会となる。語彙を操作した英

文を5例ほど用意し，音読と筆写を通してその場で暗

唱させ，次回の復習テストとして活用すべきである。 

(5) Activity 

 時間が許せば，インフォーメーションギャップ等の

コミュニケーション活動を取り入れても良いが，ある

程度まで発話に馴染んでいるようであれば，ワークシ

ートを準備し，空所補充，語形変化，整序英作，和文

英訳等を通して，認知能力に働きかけることもまた有

用である。時間に余裕がない場合には，新出表現を用

いた自己表現文を課し，回収，添削ののち，クラス全

体にフィードバックをおこなうことで，理解をより進

化させることが可能となる。 

 

3.2.3 高大接続の観点から 

上記の指導モデルの長所は，授業中に英語に触れる

機会が豊富であること，音声処理能力が活性化される

こと，および，認知能力への働きかけが強化されるこ

とであるが，最大の特徴は，授業の構成要素が明確に

分けられるとともに，有機的に関連していることであ

る。英語中心の授業であるため，慣れるのにある程度

の時間が必要となるが，授業を構成するパーツのつな

がりが理解されることで，学習目標が明確となり，英

語学習への不安感が軽減され，授業への集中力を高め

る効果が期待できる。習熟度や意欲の低い学習者を指

導するうえで，教師が提示するタスクの重要度はきわ

めて高いと言える。 

 高等学校において「英語による英語授業」が浸透し

にくい要因のひとつに，‘All English’ に対する教師へ

の負担増が考えられる。確かに訳読的な指導に馴染ん

だ英語教師にとっては負担となるが，英語を使用する

主体は生徒であり，教師ではない。本稿で示したよう

に，教師が英語を使用するのは授業前半部においての

みであり，生徒が関心を持てるテーマを探し，10分程

度でおこなえる談話や質問をあらかじめ準備すること

が重要な役割となる。限られた時間内でいかに生徒の

英語発話量を増やすかを指導の柱とし，授業の導入部

を英語使用への動機づけを高めるための最重要要素と

位置付けることが，学習意欲向上への鍵となる。 

 

3.3 苦手意識を持つ学生の基礎力向上を目指す文法

指導――映画を活用した実践例 

3.2 節では動機づけを高めるための英語による英文

法指導の実践と理論的背景が示された。本節では，そ

の理論的背景を一部踏襲しながら，映画による英文法

指導の一実践を紹介する。対象は大学1年次生（習熟

度は英検3級から5級程度）である。基本的な疑問文

を投げかけられても返答に窮することがあり，基礎力

向上が喫緊の課題となっている学修者が多く含まれて

いる。 

3.2 節で展開された指導の柱は，限られた時間内で

いかに生徒の発話量を増やすかであり，同時に有能感

や習熟度を高める学習方略を獲得させることであった。

本実践例の指導の柱は，いかに多くのインプットに触

れさせるかであり，同時に映画を利用するという学習

方略を習得させることである。 

現代の若者は洋画を日本語吹き替えで見る傾向が強

い。本実践例の受講生についても，英語音声で洋画を

見るのは少数派であった。「自分たちが日本語で見た

映画を英語で勉強してみると非常に違った楽しみ方が

できた」という感想もあった。日本語を読む速度が遅

いため，英語音声にすると字幕を読むのに忙しく，映

像を楽しむ余裕がない，ということも学生たちが日本

語吹き替えを選択する理由の一つである。日本語リテ



  

ラシーの問題も看過できないが，映画の各種ソフトが

手軽に入手できる現在，英語音声で洋画を視聴する習

慣がないことは，楽しみながら英語を聴く機会をすす

んで放棄するに等しいことである。 

 

3.3.1 「文法」を「映画」で学ぶ利点 

英語のインプットを確保するために，授業時間外に

多読・速読を促す指導も多く行われている（酒井・神

田, 2005）1)。3.2.2で示されたOral Introductionや

Oral Interactionも学修者が英語に触れる機会を増や

す有効な方法である。映画を用いた指導の一つの利点

は，選定した映画が学修者にとって魅力的なものであ

れば，強い苦手意識をもった学修者でも楽しみながら

授業に参加できるという点である。 

ストーリーの展開の中で，文法の機能が自然に学べ

ることも有益な点である。「文法」には形式と意味と

機能の3要素が含まれる。機能に関わる知識を授業内

で伝えることは時間的にも限界があるが，映画の活用

はその部分を補ってくれる。映画を授業の内外で用い

ることにより，活字で学修した英文法を実際に会話で

使われる，機能をともなった「生きた」表現として学

ぶことができる。 

また，文法に関する明示的知識を先に与えるのでは

なく，最初に聞き取りをして形式に気づかせることに

より，習得を促進することができると考えられる

（Schmidt, 1995）2)。映画のある場面でどのような文

法形式が使われているかを学修者が主体的に確認する

ことで，文法知識の理解と定着がはかられる。英語の

聞き取りに苦手意識を持つ学修者も多いが，映画の活

用はリスニングへの興味を喚起し，学習意欲を向上さ

せる（菊地・中山, 2006）3)。 

さらに，映画をとおして日常的に使用される口語表

現が学べるという利点がある。例えば，gotta（「…な

ければならない」）はごく普通に使われるが，学校の授

業でほとんど扱われないため，日本人学修者には比較

的なじみが薄い（小林，2015）4)。実際に使える英語

を習得するために，映画の中に頻出する口語表現を学

修することは意味のあることである。 

 

3.3.2 授業構成とワークシートの内容 

 1回の授業（90分間）の基本的展開は次のように3

つの部分からなっている。（※）の付してある「授業外

課題」と「本時の映画関連教材」は，映画の台詞を材

料に作成したワークシートである。 

① 既習事項の復習 

・授業外課題（※）の解答確認 

・既習の会話の音読練習 

② 映画関連以外の教材学修 

③ 本時の映画関連教材（※）学修 

・前回視聴した部分の復習問題解答 

・映画視聴（英語音声・日本語字幕） 

・本時視聴した部分の問題解答 

①と③が本稿に関連する部分である。①の復習の時

間帯では学生が音読・発話する時間をできるだけ多く

確保し，文法事項の定着をはかる。授業外課題のワー

クシートは会話の空所補充問題からなる。各自，この

課題用のDVDソフトを持っているため，自宅で視聴

して解答してくることになっている。学生を一人ずつ

指名し，空所補充しながら音読させ，各語の正しい発

音を確認する。次に既習ワークシートからペア音読に

適した会話部分を抜粋し，ペア音読，部分暗唱，単語

を置き換えた発話練習等を行う。 

③で用いるワークシートは空所補充，語形変化，整

序作文のほか，会話文を参考にした英作文問題等から

なり，分量はA4用紙 2頁程度である。前半は前回の

ワークシートの復習問題で，この復習問題を各自で解

答してから映画を視聴する。映画は前回の続きの部分

から見る。視聴後，ワークシートの問題に取り組む。

各問題に該当する会話部分を数回ずつ視聴し，解答を

記入する。ときには，聞き取りにくい部分を問題にし

て「ここは聞き取りにくいから文法力で答えて」と指

導し，文法学修の意味づけを強化する。 

大学1先生が対象であるので，扱う学修内容を新出

事項とは位置づけないで，「どこかで習ったことがあ

ると思うけれど，今思い出して」等の言葉で導入し，

記憶のどこかにあるものを確認する学修だという姿勢

で指導している。これにより文法学修に対する苦手意

識が軽減されるようである。 

 

3.3.3 辞書の活用 

ワークシート提出前に解答のスペリングが正しいか

辞書で確認させる。他の科目でも役立つので，電子辞

書の携帯を推奨しているが，3.1 節でも示されたとお

り，電子辞書の携帯を全員対して望むことは難しい。



  

本実践では，この時間帯だけスマートフォンを使用し

てよいこととしたが，スマートフォンの辞書使用法に

ついては今後の検討課題である。 

学習方略として映画や辞書の適切な活用法を習得す

ることは，高等学校・大学初年次教育における共通の

課題であり，習熟度の低い学修者に対しては，さまざ

まな機会をとらえて繰り返し指導する必要がある。 
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